
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　成果：中心資料として臓器移植に肯定的な立場と慎重的な立場の２つの記事を提示することにより，自分の考えの根拠があいまいだった生徒が，自分の意見を深め，より多面的多角的な視点から判断することができるようになった。課題：読み取りが苦手な生徒にとっては普段使用する資料に比べ難しく,記事の内容を読み取るのに時間がかかってしまう。
	TextField2: 　「臓器移植を希望するかどうか」の自分の立場とその理由が、新聞資料の提供によって大きく変化し,考えに深まりが見られた。
	TextField2: ①「自分が脳死状態になった時、臓器提供したいかどうか」についての自分の考えをグループで発表しあい、　意見交換を行う。②新聞資料を読み,自分の考えを練り直す。③再度グループで意見交換を行う。④自分の意見をまとめ、全体で発表しあう。⑤新聞資料から改正臓器移植法と家族の負担について知り、自己の意思決定が大切であることを理解する。
	TextField2: 「脳死と臓器移植」（１時間）「自己決定権と臓器移植」（１時間）　　合計２時間
	TextField2: ・友の意見や新聞資料を読み,より多面的・多角的な視点から学習問題に対する判断できたか。
	TextField2:  自分の意思表示が自分自身の権利であることを自覚し,より多面的・多角的な視点から判断をしようとする態度を養うとともに,自己決定権に基づく自己判断の責任を理解することができる。
	TextField2:  「自己決定権と臓器移植」(自分が脳死になった時、臓器提供をしたいかどうかを考えよう)
	TextField2:  社会科　公民分野　　２２名
	TextField2: 　第３学年
	TextField2: 　間宮　亜武呂
	TextField2: 　長野県　伊那市立 高遠中学校
	TextField1: 自分の考えをもち，友とともに見方や考え方を高めていくための新聞活用方法



